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1 .緒 曹

現代の子ども遼を取り巻く社会環境は，都市化や少

子化，経済的な格差の拡大などにより大きく変化して

いる.また，両親が共働きの家庭の増加や核家族化の

進行といった家族の形態の変化.パソコンや携帯空襲昔話

の普及といった情報の犯滋などが，子ども主義の発育に

大きな影響を与えている E 社会環境が大きく変化する

'1'で，子ども遼は，戸外での遊びが減り，部屋の中で

ゲームやマンガ等で過ごすことが多くなった.また，

友達と交わ0ながら体の様々な機能を使って遊んだり

触れ合ったりすることが少なくなっている日ー

これは自然環境の悪化や生活のスタイルの変化とい

った，子どもが自然の中で自由にのびのびと遊べる機

会を極端に少なくしていることや，それに伴い蔭援体

重量の不足が様々な弊害をもたらしているのではないか

と考えられる.

その一つに体力の低下も考えられるが，体力婆棄の

中に精神的要素を含める考え方{概念〉もある.つま

りs 体力には「からだjだけでなく「ζZころjの要素

も含まれることになる.このように体力は，人間のあ

らゆる活動の源であり p 健康な生活を営む身体的な爾

においても，また意欲や気力といった精神的な面にお

いても採くかかわっており，人間の健全な発育刷発達

を支え，より壌かで充実した生活を送る kで重要なも

のである的時

幼児期に活発な身体活動を行うことは，健全な発

育・発達に必要な身体的能力を高めるととはもとより，

運動・スポーツに親しむζとを適して，運動省能感を
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高め，将来安過して濠動を楽しむ態度を養うことにつ

ながる3)これらのことからもー幼児期の運動遊びゃ

生活体験は子どもの成長に影響を与える襲閣であると

考えられる.

宜.シュタイナーによれば生れてから 7歳ま?の発達

課題を「意志jの育成としているが，幼児期の生活体

験の演の変化に伴い子どもの意志)J (社会と出会える

カ)が弱まり，子どもの「育ちJ1;:深刻な問題をなげ

かけていると考えられる.

そこで，本研究では幼児期の遊びゃ生活体験の実織

を把握し性援との関係を明らかにするとことを目的とし

た.

2.方 法

1 )対畿

北九州市内の2つの幼稚閣に通園する年長児を対象

に幼稚麟に遇う年長児で誠査結巣が揃っている60名

(男児33名，女児27名〉を分析の対象とした 調査

方法は記日式質問紙議査である.調査票は各閣を適し

て保議者に配布し 1週間前後の留め横き後，各閣の

担任を識して回収を依頼した 調査粟の悶収数は骨7

部，回収率は76.4%であった.

2)翻驚時期

200事年3月

3)質問項闘

R.シュタイナーの提唱した12感覚のうち，意思感
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覚(触覚・生命感覚・運動感覚・平衡感覚)に関連す

る遊び，行動，社会性，創造性，想像力及び情緒など

の子どもの状況の38項目について「ょくする，時々

する，あまりしない，全然しない」の4段階評価でア

ンケート調査を行い，それぞれに4"-'1点を割り当て

得点化し，遊びと生活体験の項目をシュタイナーの意

思感覚に該当する『触覚.1， r生命感覚.1， r運動感

覚.1， r平衡感覚』のカテゴリーに分類し子どもの状

況について分析を行った.

4)統計解析

分析には統計解析ソフトSPSSを用い，全ての項目

の性差について χ2乗検定を行った

Table l.意志感覚に関連する遊び・生活体験・子どもの状況の性差

カァゴリー 遊びの種類および行動に関する項目

触覚 泥遊び

生命感覚 虫とりの体験

時間遊び 単純な遊びを繰り返す
知的遊び アレビ・ゲームなどバーチャルな遊び

平衡感覚 坂道や階段の上がり下り

子どもの状況 創造性
子どもの状況 柔軟性

遊びの項目で性差が表れた4項目について， Fig1の

「泥遊び」は，男子よりも女子の方がよくした割合が

多かった (χ2=8.64，p=0.03). 

男子

女子

0% 2$ 4$ 60% 皮革E 100% 
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Fig l.泥遊び

Fig2の「虫とりの体験」は，男子の方がよくした

割合が女子に比べ多かった (χ2=9.17，p=0.03). 

4. 結果及び考察

本研究は，幼稚園に通う年長児を対象に幼児期の遊

びゃ生活体験の実態を把握し性差との関係について検

討した.

研究対象とした2つの幼稚園は，どちらも園庭が広

く，運動教育を重視していた.園において子どもたち

は，積極的に縄跳び，自転車乗り，鬼ごっこ， ドッジ

ボールなどの外遊びをしていた.

R.シュタイナーの提唱した12感覚のうち，意思感覚

(触覚・生命感覚・運動感覚・平衡感覚)に関連する遊

び，行動，社会性，創造性，想像力及び情緒などの子

どもの状況について解析した結果をTable1に表した.

性差 χ2乗値 P値

男<女 8. 64 0.03 

男>女 9.17 0.03 

男>女 6.53 O. 04 

男>女 12. 16 O. 01 

男>女 4.86 O. 09 

男<女 5.10 0.08 

男<女 7.30 O. 06 

芳子

女子
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Fig 2.虫とりの体験

Fig3の「単純な遊びを繰り返すjは，男子の方が

よくした割合が多かった (χ2=6.53，p=0.04).また，

Fig4の「テレビ・ゲームなどのバーチャルな遊びjについても，

男子の方がよくした割合が多かった(χ2=12.16，p=0.01).す

なわち， r触覚』に関連する遊びは男子より女子の方

が体験しており，また，男子の方が意思感覚のうち

『生命感覚.1， r平衡感覚』に結びつく遊びゃ生活体

験をしていることが明らかになった.
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Fig 3. 単純な遊びを繰り返す
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Fig4.テレビ・ゲームなどのバーチャルな遊び

Fig5の「創造性」について， w自分で遊びを生み出

して遊ぶ』ことについては女子の方が良い割合が多か

ったことから，女子は泥遊びなど日常生活で使用して

いる様々なものを造形する遊びをとおして創造性が培

われているのではないかと考えられる.

鍵小野ら 4)によると， w運動感覚』に関わる遊びは

全ての子どもの状況と正の相闘を， r生命感覚.1r触
覚.1W平衡感覚』に関わる遊びと『受容される感覚』

はほとんどの子どもの状況と有意な正の相聞を認めら

れたことから， r運動感覚.1 W生命感覚.1 W触覚.1r平衡

感覚』などの意志感覚の育成が創造性や想像力，友人

との関わり，思いやり，対話力等を育てるとされてい

る.

しかしながらそれらに関しては，従来先天的な性差

によるとする説と後天的な養育環境の中で形成されて

いくのではないかとされる説があり，本調査では幼児

期における遊びゃ生活体験については，性差が見受け

られ， r泥遊び」以外の項目については全て男子の方

がよく体験していたにも関わらず，子どもの状況にお

いて「創造性(自分で遊びを生み出して遊ぶ)J r柔軟

性(しなやかさ)J Fig6とも女子の方がよい割合が多

かったことから，遊びゃ生活体験と子どもの状況には

性差との関係性は見いだせなかった.

今後は，後天的な養育環境すなわちさまざまな遊び

ゃ生活体験を行うことによって得られる影響について

の関係性を更に見ていきたい.
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Fig 5.創造性

男子 12 
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Fig 6.柔軟性

5. まとめ

幼児期の遊びゃ生活体験の実態や性差との関係につ

いて下記の知見が得られた.

1)遊びの項目では， r泥遊びjは，男子よりも女子

の方がよくした割合が多かった (χ2=8.64，p=O.03). 

2) r虫とりの体験jは，男子の方がよくした割合が

女子に比べ多かった (χ2=9.17，p=O.03). 

3) r単純な遊びを繰り返すjは，男子の方がよくし

た割合が多かった (χ2=6.53，p=O.04). 

4) rテレビ・ゲームなどのバーチャルな遊び」につ

いても，男子の方がよくした割合が多かった (χ

12.16，p=O.Ol) . 

これらの結果から『触覚』に関連する遊びは男子よ

り女子の方が体験していた.また，男子の方が意思感

覚のうち『生命感覚.1， w平衡感覚』に結びつく遊び

ゃ生活体験をしており， w自分で遊びを生み出して遊
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ぷ』など創造性や『しなやかさjなどの柔軟性は男子

よりも女子の方が良いととが示唆された.
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